褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成　23年　8月　3日　（　水　）　　　　　　　　　　　　開催回数　第4回

時　間　　15：30～16：30

場　所　　病院2階会議室

記録者　　櫻田　靖子
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＜連絡事項＞

· 褥瘡の評価に今まで、ＤＥＳＩＧＮで評価していましたが、ＤＥＳＩＧＮ－Rに変更。ＤＥＳＩＧＮ－Rでは深さが点数に入らないため、点数が変化します。

書式をメールに添付して、送信してありますので、各自確認して下さい。

· デュオアクティブ使用法マニュアル作成済みですが、どのような褥瘡に適応するのか明確でなかったため、訂正しています。デュオアクティブを使用する際はオーダリングの発注になります。

· 病院では、定期採血の際に褥瘡セットを加えることができます。

· 褥瘡発生時の書式にある、看護評価の血液検査データを書く欄に栄養のコメントを月に1回記入することになりました。

＜褥瘡報告＞

東病棟：佐々木哲郎様→治癒。リスクが高いため、2時間おきの体位変換を実施し、日中は車椅子で過ごすようにする。

　　　　保土澤助定様→死亡退院のため、未治癒で報告書作成。

南病棟：北山和子様→処置（ゲーベン・ラップ保護）変わりなし。体位変換実施。

　　　　　　　　　　食事：経管栄養、摂取量100％

　　　　田中豊三様→7/13　踵に褥瘡発生。7/28　死亡退院のため、未治癒で報告書作成。

西病棟：褥瘡のある方はいません。

北病棟：褥瘡のある方はいません。

南山苑

２階フロア：中里ノブ様→左踵部（ゲーベン・単ガ－ゼ保護）

食事：常食全量摂取。

　　　　　　

吉田ルエ様→仙骨部（洗浄後水分をよくふき取る。ゲーベン＋穴あきガーゼ保護）

　　　　　　　　　　　　　食事：粥ミキサー・ミキサートロミ付、全量摂取。

　　　　　　軽米フミ様→尾骨部（エキザルベ軟膏と亜鉛化軟膏+ラップ保護）

　　　　　　　　　　　　食事：粥・キザミ、摂取量80～100％
　　　　　　吉田正太郎様→仙骨部（洗浄後水分をよくふき取る、イソジン消毒後、ゲーベン＋こめガーゼ＋穴あきガーゼ）

　　　　　　　　　　　　　左踵部（アズノ－ル＋ガーゼ）

　　　　　　　　　　　　　食事：経管栄養、摂取量100％　

8/5　蛋白質が多いプロナに食事変更予定。
　畑内マツ様→右肩(ゲーベン+ガーゼ)

　　　　　　　　食事：経管栄養、摂取量100％

　　　　　　　　　　　　　中野さつ様→左右殿部（アズノ－ル＋ラップ）

右踝部（ゲーベン＋ガーゼ）

　　　　　　　　　　　　　左外か部（ゲーベン＋ガーゼ）

　　　　　　　　　　　　　　　食事：経管栄養から経口摂取へ移行し、メイバランスを意欲的に摂取している。徐々に普通の食形態に変更していく予定。　　

　　　　　　　　小野寺かよ様→状態悪化にて退所。
　　　　　　　　　　　　　

３階フロア：　依田きわ様→右体転子（ゲーベン＋ラップ）

　　　　　　　　　　　　　食事：メイバランス1.0　3本／日

　　　　　　　　　　　　　　　　　毎食牛乳＋バナナ１本程度、摂取量30～100％

　　　　　　　　　　　　　　　　　食事摂取量に変動があるが、メイバランスを全量摂取できる日が増えてきている。

勉強会（褥瘡と栄養について）


[image: image1.wmf]褥瘡と栄養

について

褥瘡を予防するには栄養管理も

　　　　　　　　　　　　重大なポイントとなる！



 EMBED PowerPoint.Slide.8  [image: image2.wmf]褥瘡と亜鉛

・亜鉛は体内でたんぱく質代謝酵素の成分。

・亜鉛不足

　　�@皮膚障害や創傷治癒遅延の原因。

　　�A味覚障害により食欲低下の原因。

　　　　　　　褥瘡が発生しやすくなる
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高齢者の場合、約

6

割の方が亜鉛不足！！
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味覚障害

⇒

食欲減退

　⇒皮膚のハリが無い⇒

褥瘡ができやすい

褥瘡予防には食べることが大切であり、

食事を楽しむためには亜鉛が必要

！！
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15
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 EMBED PowerPoint.Slide.8  [image: image4.wmf]褥瘡とたんぱく質

・血清アルブミン値は、褥瘡発生予測の指標。

・血清アルブミン値の低下時は、体たんぱく質　　

　が減少。⇒筋肉量が減り、骨が突出し、皮膚　

　組織の耐久性、水分保持力の低下を招く！

・血清アルブミン値を

3.0g

／

dl

以上に確保。

・食事からのたんぱく質を充分量摂取することが大切。
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・鉄は、赤血球の色素であるヘモグロビンの

重要な材料。

・不足が続くと赤血球数まで減少。⇒皮膚や

軟部組織はもろく、傷つきやすくなり、褥瘡発

生につながる。

・必要量：

1

日

15mg
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・細胞同士がつながってできており、細胞間には

　必ず「コラーゲン」というたんぱく質が存在する。

・役割：お肌の水分を保ち、ハリを与え、トラブル

　　　　　を起こしにくくする。

・銅が不足⇒コラーゲン合成やハリを与える構造

　が低下して治癒が遅れる。

・必要量：

1

日

1.3

〜

2.5g

。

　　　　　　血清銅値を

80

〜

130ug/dl
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・役割：皮膚にはコラーゲンというたんぱく質

　　　　　が存在し、ハリや柔軟性、水分を保

　　　　　ち、老廃物を取り除く。

・カルシウム不足⇒コラーゲン生成や架橋形

　成が低下する為、褥瘡が出来やすくなる。

・必要量：

1

日

600mg

を摂取。

　　　　　　血清

Ca

値を

8.5

〜

10.3mg/dl

。
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・ビタミンも褥瘡の予防と治癒にとって大変重要！

☆ビタミン
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☆

　コラーゲンの合成や上皮形成のために欠かせな

　い。
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）を

目安に摂取。

☆ビタミン

C

　コラーゲンの合成に必要であり、不足すると肌の

　ハリが低下。特に褥瘡では感染やストレスで体

　内のビタミン

C

が消費されるため、必要量が増加

　する。

1

日

150

〜

500mg

を目安に摂取。


＊次回の委員会9月7日（水）１５時３０分からになります。
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褥瘡と亜鉛

・亜鉛は体内でたんぱく質代謝酵素の成分。

・亜鉛不足

　　①皮膚障害や創傷治癒遅延の原因。

　　②味覚障害により食欲低下の原因。



　　　　　　　褥瘡が発生しやすくなる
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褥瘡とたんぱく質

・血清アルブミン値は、褥瘡発生予測の指標。

・血清アルブミン値の低下時は、体たんぱく質　　

　が減少。⇒筋肉量が減り、骨が突出し、皮膚　

　組織の耐久性、水分保持力の低下を招く！



・血清アルブミン値を3.0g／dl以上に確保。

・食事からのたんぱく質を充分量摂取することが大切。
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褥瘡と鉄

・鉄は、赤血球の色素であるヘモグロビンの重要な材料。

・不足が続くと赤血球数まで減少。⇒皮膚や軟部組織はもろく、傷つきやすくなり、褥瘡発生につながる。

・必要量：1日15mg
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褥瘡と銅

・細胞同士がつながってできており、細胞間には

　必ず「コラーゲン」というたんぱく質が存在する。

・役割：お肌の水分を保ち、ハリを与え、トラブル

　　　　　を起こしにくくする。



・銅が不足⇒コラーゲン合成やハリを与える構造　が低下して治癒が遅れる。

・必要量：1日1.3～2.5g。

　　　　　　血清銅値を80～130ug/dl
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なぜ亜鉛が必要？

高齢者の場合、約6割の方が亜鉛不足！！

　亜鉛不足⇒味覚障害⇒食欲減退

　⇒皮膚のハリが無い⇒褥瘡ができやすい



褥瘡予防には食べることが大切であり、

食事を楽しむためには亜鉛が必要 ！！

必要量：1日15mg。  
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褥瘡とビタミン

・ビタミンも褥瘡の予防と治癒にとって大変重要！

☆ビタミンA☆

　コラーゲンの合成や上皮形成のために欠かせな　い。1日600μg（2000IU）を目安に摂取。

☆ビタミンC

　コラーゲンの合成に必要であり、不足すると肌の　ハリが低下。特に褥瘡では感染やストレスで体

　内のビタミンCが消費されるため、必要量が増加

　する。1日150～500mgを目安に摂取。
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褥瘡と栄養 について

褥瘡を予防するには栄養管理も

　　　　　　　　　　　　重大なポイントとなる！ 
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褥瘡とカルシウム

・役割：皮膚にはコラーゲンというたんぱく質

　　　　　が存在し、ハリや柔軟性、水分を保

　　　　　ち、老廃物を取り除く。



・カルシウム不足⇒コラーゲン生成や架橋形

　成が低下する為、褥瘡が出来やすくなる。

・必要量：1日600mgを摂取。

　　　　　　血清Ca値を8.5～10.3mg/dl。












